
 

       

 

 

 

 

 

年明け前に行った「学校評価」の生徒アンケート・保護者アンケートの結果をお知らせします。 

「みずからのちからをふりしぼる なかまとともにみがきあげる」の教育目標の具現に向け、１年間教育活動を行っ

てきましたが、学校としましては、生徒アンケート、保護者アンケートのどちらからも、おおむねよい評価をいただけた

ものと感じております。  

さて、下記につきましては左側が生徒アンケート、右側が保護者アンケートの結果です。生徒・保護者どちらも「非

常によい」「よい」の回答が多いもの、反対に生徒と保護者のどちらも「不十分」「悪い」の回答が多いもの、さらに

は生徒と保護者で回答に差が出たものなど、様々です。グラフにより視覚化を図りましたので、結果をお子様と一緒

にご覧いただき、振り返るとともに、今後できそうなことについて話題にしていただけると幸いです。 

 なお、一番右の欄は、結果を踏まえての振り返りと今後できること、できそうなことについての具体的な案を記したも

のです。ぜひご参照ください。よろしくお願いします。 

 

※すべて評価は「４：非常によい＝青 ３：よい＝赤 ２：不十分＝橙 １：悪い＝緑」となっています。 

生徒アンケート結果 保護者アンケート結果 アンケートの結果から 

１ 学校だより「四つの門」、学年通

信、学級通信等に目を通しています

か。 

１ 学校だより「四つの門」、学年通

信、学級通信・メール配信等、各種

通信を通して学校の考えや取組が

伝えられていますか。 

・保護者の方の数値の高さを拝

見し、大変うれしく思います。あり

がとうございます。お子様と一緒

にご覧いただき、話題にしていた

だけるよう、今後も、読みたくなる

通信や見やすいメール等、配慮し

ていきます。 

  

２ 自分で計画を立てて家庭学習を

進めることができていますか。 

２ お子様は、家庭では自分で計画

を立てて学習を進めることができ

ていますか。 

・計画的な家庭学習については、

生徒の 26.2 ％ 、 保護者の

39.4％が「不十分」「悪い」と回

答しています。 

・学校で取り組んでいる「学習計

画ノート」をご家庭でもご確認く

ださい。計画的に学習が進めら

れるようになることで、あわせて

「主体性」の育成も図られると考

えます。 

ぜひとも見届けをお願いします。 
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３ 学校であったこと（ケガや病気、

トラブル等含む）を、家でも話してい

ますか。 

３ 学校は、お子様のケガや病気、

トラブル等について素早く保護者

の方に伝えていますか。 

・ケガや病気、トラブル等につい

ては、生徒の 16.2％が家で話を

していないと答えています。日頃

から、学校のできごとに耳を傾け

ていただけると幸いです。 

・保護者の方は、7.7％の方が学

校から話をされていないと回答

されています。些細な情報でも、

家庭と学校が共通理解できるよ

う、今後ともご協力をお願いしま

す。 

  

４ 先生達は、生徒のみなさんや保

護者の相談等に丁寧に対応していま

すか。 

４ 学校は、お子様や保護者の相談

等に誠実な態度で対応しています

か。 

・大変高い数値の評価をいただ

き、うれしく思います。今後も、誠

実な対応を心掛けるとともに、話

しやすい、相談しやすい学校を目

指します。気兼ねなく、ご相談くだ

さい。 

  

５ 学校の環境は、みなさんが安全

に落ち着いて学ぶ場として、美しく

整っていますか。 

５ 学校の環境は、生徒が安全に落

ち着いて学ぶ場として、美しく整っ

ていますか。 

・この項目への回答も、大変高い

数値となりました。学習環境が、

子どもたちにとって整っているこ

とを評価していただけたととらえ

ています。「学習―環境―安全」

のつながりを重視し、今後も整っ

た環境づくりを行っていきます。 

  

６ 学校は、情報機器の使用のルー

ルやインターネット上のモラルにつ

いて十分に指導していますか。 

６ ご家庭において情報機器の使

用やインターネット等の利用につ

いてルールを決めていますか。 

・質問 6 については、お子様と保

護者の間に大きな差が生まれて

います。この差は、情報機器の使

用媒体や使い方のルールにおい

て、学校と家庭で違いがあるた

めであると考えます。 

・この違いは、ご家庭ごとにも見

られると考えます。そのため、「共

通のルール」を決めることは難し

いとは思いますが、再度使い方の

ルールについては、ご家族で話し

合ってみるとよいかもしれませ
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７ 家庭において、タブレット端末

を、教科学習、調べ学習、オンライン

等で活用していますか。 

７ ご家庭においてタブレット端

末を、教科学習、調べ学習、オンラ

イン等で活用されていますか。 

ん。あわせて、情報モラルにかか

わる内容の教育講演会を行うこ

とについても考えていく必要があ

ると考えます。 

まずは、ご家庭での見届けをお

願いします。 

  

８ 学校では、コミュニティ・スクー

ルの活動として、あいさつ運動やボ

ランティア活動に取り組んでいます

が、地域との繋がりを感じますか。 

８ 本校ではコミュニティ・スクー

ルに取り組んでいます。「コミュニ

ティ・スクール」とはどのようなも

のかご存じですか。 

・保護者の質問項目8からは、学

校運営協議会の方との連携が必

要であることを感じました。今後、

地域の方を含め、学校運営協議

会の取組についてお知らせでき

るようにしていきます。 

・生徒アンケート８と保護者アン

ケート 9 を比較してみても、地域

とのつながりをさらに高めること

を必要であることが分かりまし

た。 

・生徒アンケート 9 にあるように、

「あいさつ」は、瑞中の重点活動

の一つです。保護者の方だけで

なく、地域の方も巻き込んで、さ

らに「あいさつ」を『宝物』にした

いものです。「できる人」が、「で

きる場所」で、「できるとき」にあ

いさつをしていただけるとよいと

思います。それが、結果的に「地

域に生きる瑞中生」につながって

いくと信じています。 

※なお、今年度の学校運営協議

会の重点活動も「あいさつ」でし

た。 

  

９ 家族や友達、先生等、出会った人

とあいさつをしていますか。 

９ 学校やコミュニティ・スクール

では、「挨拶」「ボランティア活動」

等に力を入れて、地域とのつながり

を創ってきました。お子様は地域と

つながっていますか。 

  

10 友達との関係は良好だと思いま

すか。 

10お子さんの友達関係は良好だと

思いますか。 

・生徒アンケート、保護者アンケ

ートの高評価をうれしく思いま

す。しかし、不十分（保護者には

「悪い」の回答あり）の回答もあ

りました。この部分を「0」に近付

けることで、さらに学校が「居心

地のよい場所」になると思います

ので、より一層仲間との交流や

活動の場を設けます。 
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11 学校に自分の居場所（安心して

生活できる場）はありますか。 

11 学校の構えとして「その子の

ありのままを受け入れ、その子のよ

さや可能性を引き出し、伸ばす教

育」を実践してきましたが、いかが

ですか。 

・学校が「安心できる」となってい

ることをうれしく思います。「あり

のままを受け入れること」「よさや

可能性を引き出すこと・伸ばすこ

と」に重点を置いて、今後も指導

していきます。 

  

12 授業中、「分かる」「楽しい」と

感じるときはありますか。 

12 学校は、お子様が「分かる」「楽

しい」と感じる授業ができていると

思いますか。 

・学校においては、「授業が命」

であるととらえ、日々指導に当た

っています。子どもたちの「でき

た」「わかった」が私たち教職員

の喜びであるとともに、その喜び

から生み出された授業によってさ

らに力をつけていく子どもたちが

生まれていくことを楽しみにして

います。 
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